














電気さくの設置

7

4 本製品には電気さく本器および付属品以外は含まれておりません
支柱などの資材は別途ご用意ください

さく線の設置

①電気さくを設置する場所の草刈りや枝払いをし、

   雑木や金属などの障害物を取り除きます

＊雑草や金属棒などは、さく線に触れると漏電（電圧低下）の

  原因になります  張り出した木の枝も払っておきます
設置予定ルート

②支柱 （ポール） は 3 ～ 4ｍ間隔で打ち込み、 ガイシを外側に向けて取り付けます

　　ガイシ付き支柱では、 ガイシが外向きになるように打ち込みます

凹凸のある場所では、 細かく設置します （さく線を張ったときに地面とすき間ができないように気をつけます）

3～4ｍ

外側内側

ガイシの向きは外側に！

③ガイシの高さを調節します　（ガイシ付き支柱は不要です）

対象動物によって高さ ・ 段数の設定は異なります
さく線の高さは、 動物が歩行するときの鼻の高さに合わせます
一番下の段が高すぎたり、 線の間が開きすぎると、 もぐりこまれる原因となりますので、 ご注意ください

20ｃｍ

20ｃｍ

ガイシの高さの目安

イノシシ

シカ

20ｃｍ

20ｃｍ

20ｃｍ

20ｃｍ

30ｃｍ

35ｃｍ
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